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（第１工区）

〔 全 11葉 〕

図 番 図　　　　　名 A3版 縮尺 備　　　考

A1 土 地 利 用 計 画 図 1:1000

A2 造 成 計 画 平 面 図 1:1000

A3 造成計画縦断図 (測線 NO.E) H=1:1000,V=1:200

A4 造 成 地 標 準 断 面 図 1:500

A5 造 成 地 横 断 図 (1) 1:500  NO.1,NO.2

A6 造 成 地 横 断 図 (2) 1:500  NO.3,NO.4

A7 造 成 地 横 断 図 (3) 1:500  NO.5,NO.6

A8 造 成 地 横 断 図 (4) 1:500  NO.7,NO.8

A9 調 整 池 側 横 断 図 (1) 1:200  NO.E

A10 調 整 池 側 横 断 図 (2) 1:200  NO.F～NO.G

A11 市 道 側 横 断 図 1:200  NO.E～NO.I+19.0

参考-1 造 成 地 排 水 計 画 図 1:800

令和７年度　循環型社会形成推進交付金事業  新ごみ処理施設敷地造成工事　第1工区
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0
0

6
0
.
0
0
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7
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O
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0
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8
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0
0
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7
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2
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N
O
.
5

2
0
.
0
0
0

1
0
0
.
0
0
0

7
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.
1
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N
O
.
6

2
0
.
0
0
0

1
2
0
.
0
0
0

7
6
.
0
0

N
O
.
7

2
0
.
0
0
0

1
4
0
.
0
0
0

7
6
.
0
5

N
O
.
8

2
0
.
0
0
0

1
6
0
.
0
0
0

7
9
.
8
5
6

N
O
.
9

2
0
.
0
0
0

1
8
0
.
0
0
0

8
2
.
4
2
1

N
O
.
1
0

2
0
.
0
0
0

2
0
0
.
0
0
0

8
3
.
7
7
6

N
O
.
1
1

2
0
.
0
0
0

2
2
0
.
0
0
0

8
3
.
0
0
0

N
O
.
1
2

2
0
.
0
0
0

2
4
0
.
0
0
0

8
3
.
0
6
7

N
O
.
1
3

2
0
.
0
0
0

2
6
0
.
0
0
0

8
2
.
3
2
8

T-1 H=75.781

T-6 H=82.356

L=260.000

7
5
.
8
0
0

7
5
.
9
0
0

7
6
.
0
0
0

7
6
.
1
0
0

7
6
.
2
0
0

7
6
.
3
0
0

7
6
.
5
0
0

7
6
.
4
0
0

7
5
.
7
9
0

+
2
.
0
0
0

7
5
.
7
9
0i=0.50%

7
0
.
0
0
0

L=142.00m

1
4
2
.
0
0
0

現 況 地 盤 線

65.000

▽65.50

市
道

阿
讃
山
麓
線

開
発
区
域

開
発
区
域

L=26.0m

N
o
.
0
-
0
.
5
0

-
1
.
0
0
0

-
1
.
0
0
0

-
1
.
0
0
0

7
6
.
5
5
0

7
6
.
5
5
0

事業用地 資材置き場

7
6
.
5
0
0

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

FH：舗装計画高

0 . 5 0 %

事業区域
事
業
区
域

事
業
区
域

開発区域

FH=70.00

1.50%

施設工事側

2
0
0

▽H.W.L 69.094

(T=1/100年)

0 . 5 0 %

FH：舗装計画高(施設工事)

FH'：造成計画高(当工事）

2
0
c
m

1 工 区 の 造 成 計 画 高 に つ い て

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

▽FH

擁壁、水路等

(
7
0
.
0
0
0
)

6
5
.
5
0
0

（
N
O
.
E
）

素堀水路 B500×H500
（土砂流入防止）

事 業 名
新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

造成工事（第1工区）L=142.5m

（測線 NO.E）

第１工区



管理道路

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

A41 : 5 0 0

会 社 名

令和 7 年

造成地標準断面図

図面番号

1:0.5 1:
0.
5

8000 16000 2000

開
発
区
域

開
発
区
域

掘 削

FH=76.0

1：
1.0

H

SC.1:500

造成地標準断面図

N O . 5 付 近

砂防区域

①

E

日
吉
谷
川

長光寺谷川

N O . E 付 近

R

▽76.5

DL=60.000

掘 削

切土

FH=76.0

（

（

市
道

阿
讃
山
麓
線

大
規
模
農
道

砂防指定地

NO.D+10.0～NO.E+10.0
擁壁不施工区間L=20m
L型水路
B300×H300

逆 T 式 擁 壁 重 力 式 擁 壁

逆 T 式 擁 壁

H.W.L69.094(T=1/100年)

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

DL=60.000

事
業
区
域

砂
防
区
域

砂
防
区
域

開
発
区
域

事
業
区
域 河川区域

河
川
区
域

事 業 区 域

砂
防
区
域 砂防区域

開 発 区 域

開 発 区 域
開
発
区
域

開
発
区
域

500

造成地

500 8000FH

FH=70.00

FH=65.50

3 . 0 0 %1 . 5 0 %

0 . 5 0 %

0 . 5 0 %

1工区 2工区

FH：舗装計画高(施設工事)

FH'：造成計画高

F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）
3-1号水路
B240xH240

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

2
0
0

2
0
0

FH

2.0% 2.0%

造 成 地 調整池 26000 資 材 置 場

1工区 2工区

FH=70.105

事
業
区
域

事 業 区 域

開 発 区 域

施設工事側

3 0 0

逆T式擁壁場内水路3-1号水路
B240xH240

2
0
0 FH：舗装計画高(施設工事)

FH'：造成計画高

1：
1.0

0 . 5 0 %

Zn：造成池座標位置
(施設工事)(施工対象外)

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 造 成 工 事 )

0 . 5 0 %

FH：舗装計画高(施設工事)

FH'：造成計画高(当工事）

造 成 位 置 ・ 高 さ に つ い てN
O
.
0

開
発
区
域

擁
壁

高
H

1:N

擁壁計画天端高FH水路計画天端高FH

市道 阿讃山麓線
5 0 0

1 5 0
3 0 0

5 0 0

舗 装 復 旧
5 0 + 1 5 0 + 2 0 0

FH：舗装計画高(施設工事)

FH'：造成計画高(当工事）

0 . 5 0 %

市 道 側 擁 壁 ・ 水 路 拡 大 図

路体盛土

路体盛土

（建築計画時に砂防協議が必要）

特記）砂防区域内に建築等の構造物を設置する場合
事前に砂防協議が必要である。

事 業 名
新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、
本事業で整備しないものとする。

令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

造成工事(第1工区) L=58.2m 造成工事(第2工区) L=62.1m

（施工対象外）

（施工対象外） （施工対象外）

（施工対象外）

造成工事(第1工区) L=142.0m

平場

平場

(施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外) (施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

第１工区



造成地横断図（1）
SC.1:500

片 切

オープン
掘 削

0.0

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.2（2工区）

204.7

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

片 切

オープン
掘 削

0.0

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.1（2工区）

624.6

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

NO.1
GH= 82.590

FH= 76.400

NO.2
GH= 76.693

FH= 76.300

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

A51 : 5 0 0

会 社 名

令和 7 年

造成地横断図（1）

図面番号

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

施設工事側

DL=65.000

0.50%0.50% 2.0％ 2.0％

1：
0.
35

5 0 0

8
0
0

1 1 0 0 0

砂防区域砂防区域

開発区域
河
川
区
域

FH=76.300

FH'=76.100

DL=65.000

1
：

0
.
3
5 2.0％2.0％

5 0 0

1
7
0
0

0.50% 0.50%

(1：
1.0)

砂防区域

砂
防
区
域

砂防区域

開発区域
河
川
区
域

FH=76.400

FH'=76.200

事業区域

事業区域

FH=76.865SL=4.7m

5 0 0

6 7 5 0 0

FH=76.705(1：1.0)
SL=2.8m

6 7 5 0 0

1 1 0 0 05 0 0

FH=76.067

FH=75.965

NO
.E

NO
.E

FH=76.240

5 1 7 0 1 6 0 5 0 0

9 3 0 0 02 0 0 0
3 1 7 0

長光寺谷川

長光寺谷川

日吉谷川

日吉谷川

NO
.F

NO
.G

NO
.H

NO
.I

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

NO
.I

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

FH=77.240

6 0 4 0 1 4 8 5 0 0

8 1 0 0 0
2 5 0 0

3 5 4 0

2
0
0

2
0
0

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

3 0 0

逆T式擁壁3-1号水路
B240xH240

2
0
0 F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

1：
1.0

0 . 5 0 %

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 施 設 工 事 )

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 造 成 工 事 )

0 . 5 0 %

F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

造 成 位 置 ・ 高 さ に つ い て

FH'=76.000 FH'=75.900 FH'=75.800FH'=76.200FH'=76.300FH'=76.400FH'=76.500

FH'=76.500 FH'=76.400 FH'=76.300 FH'=76.100 FH'=76.000 FH'=75.900FH'=76.600

FH'=76.504

FH'=76.664

場内水路

6 6 5 9 0

6 6 9 0 4

特記）砂防区域内に建築等の構造物を設置する場合
事前に砂防協議が必要である。

（建築計画時に砂防協議が必要）

（建築計画時に砂防協議が必要）

事 業 名

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

片 切

オープン
掘 削

0.0

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.1（1工区）

286.5

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

片 切

オープン
掘 削

0.0

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.2（1工区）

124.0

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

擁壁、水路
（施工対象外）

擁壁、水路
（施工対象外）

水 路
(施工対象外)

水 路
(施工対象外)

新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区
令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区



片 切

オープン
掘 削

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.4（2工区）

5.5

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

造成地横断図（2）
SC.1:500

NO.4
GH= 75.544

FH= 76.100

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

A61 : 5 0 0

会 社 名

令和 7 年

造成地横断図（2）

図面番号

2.0％ 2.0％

2500

3
46

3

0.50%0.50%

DL=65.000

砂防区域砂防区域

開発区域

河川区域

FH=76.100

FH'=75.900

事業区域

NO.3
GH= 76.367

FH= 76.200

細 別

0.0

0.0

路 体 ①

53.5

NO.3（2工区）

0.0

床 掘 0.0

0.0
埋 戻

(D)

（A)

(C)

0.0

盛 土
路 体 ②

断 面 数 量

路 床

路 体 ③

種 別

0.0

掘 削
オープン

片 切

DL=65.000

1
7
5
0

0.50% 0.50%

2.0％ 2.0％

9 1 9 35 0 0

1:
0.
6

日吉谷川

長光寺谷川

砂防区域砂防区域

開発区域

事業区域 河川区域

FH=76.200

FH'=76.000

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

施設工事側

3 0 ° 3 0 °

路 床 同 等 に 締 固 め る こ と

HPФ1000
既設

6 6 8 0 0

5 0 0 8 0 6 8

6 7 5 0 0

NO
.E

NO
.E

FH=76.385
(1：

1.0)
SL=4.4m

FH=76.545

日吉谷川

長光寺谷川

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

FH=75.779

FH=75.870

6 9 0 0 0

1 3 6 5 0 05 3 3 0

(1：
1.0)

SL=4.4m

2 2 3 0
3 1 0 0

5 7 0 0 0

1 2 3 8 0 05 9 6 3

2 7 6 3 3 2 0 0

NO
.I

NO
.I

地 下 排 水 工 L = 2 0 . 0 m
波 状 有 孔 管 P E φ 3 0 0

根 巻 き ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

1 0 0 0

1
0
0
05 . 0 %

6 2 . 0 %

空 石 積 材
( 再 利 用 )

2
0
0

2
0
0

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

3 0 0

逆T式擁壁3-1号水路
B240xH240

2
0
0 F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

1：
1.0

0 . 5 0 %

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
(施 設 工 事 )

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 造 成 工 事 )

0 . 5 0 %

F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

造 成 位 置 ・ 高 さ に つ い て

FH'=76.100FH'=76.200FH'=76.300 FH'=75.900 FH'=75.800 FH'=75.700

FH'=76.000FH'=76.100 FH'=75.800 FH'=75.700 FH'=75.600FH'=76.184

FH'=76.344

沈 砂 池 跡計 画 図 にて 別 途 計上

場内水路

特記）砂防区域内に建築等の構造物を設置する場合
事前に砂防協議が必要である。

（建築計画時に砂防協議が必要）

（建築計画時に砂防協議が必要）

事 業 名

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

細 別

0.0

0.0

路 体 ①

75.1

NO.3（1工区）

0.0

床 掘 0.0

0.0
埋 戻

(D)

（A)

(C)

0.0

盛 土
路 体 ②

断 面 数 量

路 床

路 体 ③

種 別

0.0

掘 削
オープン

片 切

片 切

オープン
掘 削

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.4（1工区）

28.8

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

132.9

1.70.0

0.6

(施工対象外)

(施工対象外) (施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

盛 土
(施工対象外)

水 路
(施工対象外)

水 路
(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

擁壁、水路
（施工対象外）

擁壁、水路
（施工対象外）

新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区
令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区



造成地横断図（3）
SC.1:500

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

A7

会 社 名

令和 7 年

造成地横断図（3）

図面番号1 : 5 0 0

細 別

0.0

0.0

路 体 ①

3.4

NO.6（2工区）

0.0

床 掘 0.0

0.0
埋 戻

(D)

（A)

(C)

0.0

盛 土
路 体 ②

断 面 数 量

路 床

路 体 ③

種 別

0.0

掘 削
オープン

片 切

片 切

オープン
掘 削

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.5（2工区）

3.5

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

NO.5
GH= 75.442

FH= 76.000

NO.6
GH= 76.500

FH= 75.900

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

施設工事側

3 5 0 0

2.0％ 2.0％

5 0 08 0 0 05 0 0
0.50%0.50%

DL=65.000

日吉谷川

長光寺谷川

砂防区域砂防区域

河川区域

FH=75.900

FH'=75.700

2.0％ 2.0％

3 0 0 0

220

5 0 0

4
9
6
7

8 0 0 05 0 0
0.50%0.50%

DL=65.000

砂防区域砂防区域

開発区域

河川区域

FH=76.000

FH'=75.800

NO
.E

NO
.E

FH=76.176 FH=75.635

FH=75.690

5
9
8
1

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

2 0 0 0

1：
1.0

SL=4.8m

1：
1.0

SL=6.2m

NO
.I

NO
.I

5 5 2 0 0

8 0 0 0

FH=76.276

3 8 5 1 4 1 4 9

5 0 0 0

3 0 0 0
5 5 2 0 0

2
0
0

2
0
0

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

3 0 0

逆T式擁壁3-1号水路
B240xH240

2
0
0 F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

1：
1.0

0 . 5 0 %

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 施 設 工 事 )

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 施 設 工 事 )

0 . 5 0 %

F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

造 成 位 置 ・ 高 さ に つ い て

FH'=75.700FH'=75.900 FH'=75.600 FH'=75.500

FH'=75.800FH'=75.900 FH'=75.600 FH'=75.500FH'=75.975

FH'=76.000FH'=76.075

場内水路

1 : 2 0 3 . 7 7

6 2 5 5 1

1 1 7 7 5 1

5 3 4 4 0

1 0 8 6 4 0

特記）砂防区域内に建築等の構造物を設置する場合
事前に砂防協議が必要である。

（建築計画時に砂防協議が必要）

（建築計画時に砂防協議が必要）

事 業 名

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

事業区域

事業区域

開発区域

盛土施工済

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

140.8

細 別

0.0

0.0

路 体 ①

70.7

NO.6（1工区）

0.0

床 掘 0.0

0.0
埋 戻

(D)

（A)

(C)

0.0

盛 土
路 体 ②

断 面 数 量

路 床

路 体 ③

種 別

0.0

掘 削
オープン

片 切

片 切

オープン
掘 削

0.0

種 別

路 体 ③

路 床

断 面 数 量

路 体 ②
盛 土

0.0

(C)

（A)

(D)
埋 戻

0.0

0.0床 掘

0.0

NO.5（1工区）

45.2

路 体 ①

0.0

0.0

細 別

1.8

(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

(施工対象外)

104.80.4

水 路
(施工対象外)

水 路
(施工対象外)

(施工対象外)

(施工対象外)

擁壁、水路
（施工対象外）

擁壁、水路
（施工対象外）

新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区
令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区



埋 戻

路 床

（A)

NO.7

断 面 数 量

片 切

床 掘

掘 削

種 別

(D)

路 体 ②

細 別

(C)

盛 土
路 体 ①

オープン

路 体 ③

NO.8
GH= 74.955

FH=70.000

NO.7
GH= 74.660

FH= 75.800

0.50% 0.50%

2.0％2.0％

4 0 0 0

DL=65.000

(1：
1.0)

砂防区域砂防区域

開発区域

河川区域

FH=75.800

FH'=75.600

事業区域

進入路計上分調整池計上分

DL=60.000

HP
Ф
10
00

FH=70.000

（調整池）

2.0％ 2.0％

1:1.0

1:1.0

砂防区域

河川区域

FH=70.105 FH=70.000

造成地横断図（4）
SC.1:500

1 5 0 0 0 3 0 0 04 0 0 0 0

記 号 種 別 備 考

FH ：舗装計画高

FH'：造成計画高

凡 例

FH-20cm

施設工事側

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

A8

会 社 名

令和 7 年

造成地横断図（4）

図面番号1 : 5 0 0

2 3 1 5 0

4 4 2 9 7

6 0 0 8 4 8 3

1:0.5

1 8 0 3 2

FH=76.014

SL=5.7m

FH=75.582
NO

.E
NO

.E

日吉谷川

長光寺谷川

日吉谷川 長光寺谷川

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.B

NO
.A

NO
.H

NO
.G

NO
.F

NO
.E

NO
.D

NO
.C

NO
.B

NO
.A

1 4 5 5 0 8 1 1 5 0

1 9 7 1 0 8 8 4 9 7

4 4 2 0 01 5 4 5 5 4 2 5 5

※造成計画高(FH')は施設工事側で行う舗装厚を考慮して

舗装計画高(FH)より20cm低い高さで仕上げるものとする。

但し、擁壁、水路等の天端高は舗装計画高と同高とする。

3 0 0

逆T式擁壁3-1号水路
B240xH240

2
0
0 F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

1：
1.0

0 . 5 0 %

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 施 設 工 事 )

Z n ： 造 成 池 座 標 位 置
( 造 成 工 事 )

0 . 5 0 %

F H ： 舗 装 計 画 高 ( 施 設 工 事 )

F H ' ： 造 成 計 画 高 ( 当 工 事 ）

造 成 位 置 ・ 高 さ に つ い て

FH'=75.700FH'=75.800 FH'=75.500FH'=75.813

（NO.7以降調整池側に計上）

路 体 ③

オープン

路 体 ①
盛 土

(C)

細 別

路 体 ②

(D)

種 別

掘 削

床 掘

片 切

断 面 数 量

NO.8

（A)

路 床

埋 戻

（NO.7以降調整池側に計上）

5 8 0 0

4
5
8
6

場内水路

1 5 0

特記）砂防区域内に建築等の構造物を設置する場合
事前に砂防協議が必要である。

（建築計画時に砂防協議が必要）

NO
.C

FH'=75.400

事 業 名

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

(施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

(施工対象外)(施工対象外)

砂防区域

造成工事(第1工区) 造成工事(第2工区)

水 路
(施工対象外)

(施工対象外)

擁壁、水路
（施工対象外）
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令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区



FH=75.793

▽計画堆砂高 66.100
▽計画池底高 65.500

1:0.5

1:0.4
1:

0.
5

1:
0.

4

80008000

20008000 16000

▽計画天端高 70.000

50
00
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0

NO
.7

+2
.0

NO
.7

+1
8.

0
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.8

+6
.0

NO
.8

+8
.0

NO
.7

+1
0.

0

GH＝74.17
FH＝65.500

26000

1：
0.6

1：
0.6

1：
0.

6

1：
0.

6

▽H.W.L 69.094(T=1/100年)

NO.E

DL=60.000

SC 1:200

FH=70.000

1.50%

FH=70.105

造成地土工 調整池土工

1:
0.

5
1:

0.
4

FH=70.000

5750 750

5000750

0 . 5 0 %

330 6776993

FH=69.456

4 0 0 0

22000

NO
.6

調節池側横断図(1)

路 体 ③

路 体 ②

造成地部

片 切

オープン

路 床

盛 土

埋 戻

路 体 ①

細 別

掘 削

種 別

1m≦B＜2m

W＜1m

床 掘
標 準

W≧4m

NO.E

0.0

7.2

0.0

0.0

11.3

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

図 示

会 社 名

令和 7 年

調節池側横断図(1)

図面番号

事 業 名

A9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

擁壁、水路
（施工対象外）
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GH＝79.15
FH＝71.906

DL=68.000

DL=65.000

NO.G

FH=75.993

FH=75.893
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.0
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0
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FH＝70.105
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6
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6

NO.F+18.2
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0.6
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0.6

SC 1:200

1：
0.6

1:
0.
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1.50%

FH=70.105

造成地土工 調整池土工

造成地土工 調整池土工

造成地土工 調整池土工
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FH=70.020

330
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.0

NO
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1：
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6
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.0
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8.

0
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NO
.7

+4
.8

5

0 . 5 0 %

0 . 5 0 %

0 . 5 0 %

FH=75.984

NO
.7

+7
.8

65

FH=69.581

22000

NO
.6

22000

NO
.6

22000
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.6

調節池側横断図(2)

路 体 ③

路 体 ②

造成地部

片 切

オープン

路 床

盛 土

埋 戻

路 体 ①

細 別

掘 削

種 別

1m≦B＜2m

W＜1m

床 掘
標 準

W≧4m

路 体 ③

路 体 ②

造成地部

片 切

オープン

路 床

盛 土

埋 戻

路 体 ①

細 別

掘 削

種 別

1m≦B＜2m

W＜1m

床 掘
標 準

W≧4m

路 体 ③

路 体 ②

造成地部

片 切

オープン

路 床

盛 土

埋 戻

路 体 ①

細 別

掘 削

種 別

1m≦B＜2m

W＜1m

床 掘
標 準

W≧4m

NO.G

37.8

0.0

0.0

0.0

0.0

NO.F+18.2

38.1

0.0

0.0

0.0

0.0

NO.F

0.0

3.3

0.0

0.0

2.9

中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

図 示

会 社 名

令和 7 年

調節池側横断図(2)

図面番号

事 業 名

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

擁壁、水路
（施工対象外）

擁壁、水路
（施工対象外）

擁壁、水路
（施工対象外）
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中央広域環境施設組合

縮 尺

事 業 者 名

図 面 名

作成年月日

会 社 名

令和 7 年

図面番号

R

1
:
0
.
5

D L = 7 0 . 0 0 0

D L = 7 0 . 0 0 0

D L = 7 0 . 0 0 0

D L = 7 0 . 0 0 0

R

R

1
:
0
.
5 22

00

1
:
0
.
5

N O . 1

27
00

N O . 0

N O . 0 N O . 1

N O . 0

N O . 1

N O . 0 N O . 1

F H = 7 6 . 6 0

F H = 7 6 . 5 0

F H = 7 6 . 7 0

F H = 7 6 . 8 0F H = 7 6 . 9 0

F H = 7 6 . 8 0

F H = 7 6 . 6 0

F H = 7 6 . 8 3 2

1
:
0
.
5

R

F H = 7 5 . 7 2 9

F H = 7 6 . 1 4 4

F H = 7 5 . 3 0 3

F H = 7 4 . 8 0 7

A111 : 2 0 0

NO.F(NO.0)
GH= 77.946

FH= 76.608(擁壁天端高）

NO.G(NO.0)
GH= 72.248

FH= 76.720(擁壁天端高）

NO.I(NO.0)
GH= 58.072

FH= 76.945(擁壁天端高）

NO.H(NO.0)
GH= 72.248

FH= 76.832(擁壁天端高）

市道側横断図
SC.1:200

市道側横断図

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

D L = 7 0 . 0 0 0

R

N O . 0

F H = 7 6 . 8 9 5

F H = 7 4 . 3 6 4

NO.I+19.0
GH= 58.072

FH= 77.053(擁壁天端高）

0.5%

33
00

1
:
0
.
6

F H = 7 6 . 7 0

16
00

N O . 1

500

500

500

500

500

開
発
区
域

開
発
区
域

開
発
区
域

開
発
区
域

開
発
区
域

F H = 7 6 . 9 4 5

F H = 7 7 . 0 5 3

F H = 7 6 . 6 0 8

F H = 7 6 . 7 2 0

11
00

注1）｢市道阿讃山麓線｣に接して設置する構造物
については着手前に中央広域環境施設組合
へ確認すること。

注2） L型水路計画天端高は現況水路と同高とする。

1000

1:1.0

1000

1:1.0

事 業 名

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する排水構造物は、本事業で整備しないものとする。

※市道阿讃山麓線沿いについては、暫定形（青色着色）で仕上げるものとする。

掘削（オープン）

掘削（オープン）

掘削（オープン）

掘削（オープン）

掘削（オープン）R

D L = 7 0 . 0 0 0

N O . 0

N O . 1

FH=76.40FH=76.548FH=76.548

NO.E(NO.0)
GH= 77.763

FH= 76.548(擁壁天端高）

FH=76.50
0.5%

開
発
区
域

1000

1:1.0

掘削（オープン）

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.E（1工区）

104.6

細 別

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.F（1工区）

61.4

細 別

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.G（1工区）

57.7

細 別

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.I+19.0（1工区）

72.1

細 別

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.I（1工区）

65.0

細 別

片 切

オープン
掘 削

種 別 断 面 数 量

0.0

NO.H（1工区）

58.3

細 別

新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区
令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区
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(施工対象外)

令和 7 年

新ごみ処理施設敷地造成工事 第１工区
令和７年度 循環型社会形成推進交付金事業

第１工区

※市道阿讃山麓線沿いに設置する構造物及び建設予定地内に設置する構造物は、本事業で整備しないものとする。


